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ゼル機関と記す）は，出力が数十 kW から数万 kWまで広範囲で，安価な C重油が使用できるという特徴を
持つとともに，熱効率が 50%を超えるものもあり，四方を海に囲まれた我が国の物流を支える原動力であ
るといえるが，その副産物ともいえる舶用ディーゼル機関から排出される CO2，NOx，SOx，PM 等が大気環





 このような状況の下，本研究では，まず，第３章において，舶用ディーゼル機関から排出される PM の
高精度計測を目的として，計測条件が PM 計測値に及ぼす影響を検討し，改良型 PM 計測システムの開発を







討するとともに，計測条件が PM 計測値に及ぼす影響について，JIS に準拠した全量捕集方式の分流希釈シ
ステムを用いて各種の実験を行い検討した．その結果，いずれの計測条件においても希釈率が PM 計測値
に及ぼす影響が大きいことが分かった．そこで，PM 計測値が希釈率によって変化する理由について検討す
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次に，第４章においては，前章において開発した C 重油を使用するディーゼル機関から排出される PM






型低速ディーゼル機関から排出される PM の低減効果を明らかにするとともに，DPF の再生に関する基礎実
験の結果を活かした 2種類（電気式再生法と燃焼式再生法）の再生器付 DPF を開発するとともにその性能
評価を行った． 
さらに，第６章においては，船舶の機能は大量物資の遠距離輸送と考え，船の抵抗と推進理論に基づき，




とともに，DPF，使用する燃料油，航行速度による PM 低減効果について検討した． 
以上，A重油及びC重油を燃料油とする舶用ディーゼル機関から排出されるPMの計測手法の確立から，
その計測手法を用いた実船試験を含む多種舶用ディーゼル機関の PM 排出特性の解明，PM の成分分析と
舶用ディーゼル機関の燃焼解析に基づく PM の生成機構解明，舶用ディーゼル機関から排出される PM の
低減という社会が求める実用的な研究を有機的に結合させ，我が国に欠かすことのできない海上輸送の原
動力を担う舶用ディーゼル機関から排出されるPMの地球規模的な低減に貢献するという点が本研究の特
徴である． 
